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商 事会社の課長・岩崎信介のもとに、姉・早苗から「父が

lElれた」という電話が入る。一人暮らしをしている父・功―が、

熱中症でlElれ病院に運ばれたのだ。病院で、功―は認LEl症

と診断される。

早 苗も嫁ぎ先での介護があり、信介が功―を自宅に引き取

る。信介の妻・恵子は急なことで戸惑う。功―は、家族の

名前を間違えたり、ガスコンロを消し忘れたりするなど、認

知症の症状が出ている。功―は寿司職人だつたこともあり、

恵子の作る食事も気に入らない。功一の孫・蓮だけが功―

をかばう。

あ る日、功一がいなくなる。信介、恵子、蓮と早苗で功一

を探す。地域の認知症サポーター・花房美紀の協力も得て、

功一は花屋で発見される。功―は、亡くなつた妻の月命日の

墓参りのために花が欲しかつたのだつた。

信 介たちは、功―をつれて墓参りに出かける。そのあと、

家族みんなで近くの砂浜まで下りる。信介は、中学生の頃、

功―に寿司屋を継がなくていいと言われたこと力ヽ いのわだか

まりになつていた。功一が砂で寿司を握り始める。その様子

を見ているうちに、信介の心はほどけていくのだつた。

■ 超高齢社会を迎え、日常生活の中で、どうすれば高齢者の尊厳が守られ、その豊かな経験や

知識が尊重され、活用される地域社会づくりができるかを考える。

■ 身近な人々との関係づくりやコミュニケーションのあり方について振り返り、相手を尊重し

た言葉遣いや行動ができてしヽるのかを考える。

■ 認知症に対しては、正しい理解と、適切な対応をするための知識と技術が必要であり、その

ためにふさわしい相談窓□・治療の方法があることを認識する。
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 ■ 自分自身や家族一人ひとりのこれからにつしヽて思いを巡らし、それぞれが安心して幸せに暮
らすためにできることについて見つめ直す。
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